
1 実践の趣旨

「百年前の未来予測jの指導
一原文と読み比べてー

尾道市立高須小学校 藤井良洋

耕オ文「百年前の未来予測jは，筆者横田順粛の『百年前の二十一世紀』の一部分を再構成して書かれた説明

文である。本文は，約100年前の新聞記事『二十断司の予言』に書かれた未来予測は駕くほど当たっている，

ということを前提にして書かれている，

『二十世紀P予言』・・・・ 1901年(明治34年) 1月2日 3日に報知新聞に掲載された23項目の未

J L 来予測記事

『百年前の二十一断司・-横田順摘著(筑摩書房) B 6判204ページι 口問の予割問以明治大正問来予測を駒上げそれ小
の項目についての見A平を述べたうえで，筆者自ら百年後の予測を書いている

『百年前の未来予測』・・.w百年前の二十一世車己』の一部分を教材とし'亡再構成

未来予測記事の紹介の部分では，取り上げた項目について，当時の様子・予測の内容・現在の様子が述べら

れており，内容はとらえやすいa また， r多くの予測が的中した理由は当時の科学技術を根拠としていたから
である.，J r未来を予測する際には，利点と問題点の二つの側面を考える必要がある，Jとしサ二つの筆者の考
えは，児童に未来について考えさせるうえで大きな指標となるう

しかし，本文中で r23項目中18項目が現在実現，または，ほぽ実現し'口、るJとし寸筆者の考えの根拠
は明確でなく，実際に確かめると疑問視しなくてはならない部分が多い，

筆者は，原本『百年前の二十一世品aJ]では，すべての項目について詳細に見解を述べたうえで， rかなり，
おおざっぱな予測もあるが，完聾に的中しているものから，半分くらい的中しているものがほとんどで，完全

に外れているものは，わずかしかない。Jと書いており，的中度の判断においても，ずれが見られる。
本単元は，文章の内容から，筆者の論理や主張を読み取り，現在の社会の様子や科学技術などを根拠にして

50年後の未来についての自分の考えを持たせることをねらいとして設定した 2

その際に，先に述べた「根拠の明確でない，実現したとする予測jは，避けて通ることはできない。

そこで，第三次に，本文で紹介されている『二十世紀の予言』を読み，本当に当たっているどうかを評価し，

筆者の考えと比べる，という学習を設定した。

2 実践の概要

(1) 単元名

単元名 未来を作ろう 50年後へ向けての提言! 教材「百年前の未来予測J(東京書籍6年下)

(2)単元の目標

O本文の予測について書かれているところを当時の様子・予測の内容・現在の様子でまとめるとともに，
筆者の主張を読み取る3

0本文で紹介されている『二十断:己の予言』を読み，当たっているか評価し，筆者の考えと比べる。
0分野を決めて未来予測を行い，分野ごとのグループでワークショッブを行い， r未来への提言」として
まとめて発信する。

(3)手だて

0単元の初めに， r未来への提言をまとめて発信しようJとし、う活動目標を設定し，本文から，どのよう
に未来を予測すればよいのかを考えさせる。せれにより，目的意識を持って，主体的に本文を読み取ら

せるヨ

O本文を読み取った後，筆者が「予測がおどろくほどよくあたっているj としていることについて，新聞
記事『二十世紀の予言』をもとに考えさせる。それにより，与えられた情報について立ち止まって見直

してみる必要があることに気付かせる3

orこうしづ未来にしていく」とし可提言として未来について考えさせる 3 それにより，児童に，未来を
考える根拠となる現在の社会事象を見つめ直させるとともに，未来への展望を持たせる3
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(4)指導の実際(全12時間) t5i拝や活動のポイント

活動目標

第1次

未来について

語り合おうョ

第2次

未来予測の方

法を知ろう 3

第3次

『二十世紀の

予言』は，何
占ワ

第4次

「未来への提

言Jをまとめ

て，発{言しょ

-) ， 

学習活動

・自分たちの未来について想像し

たことを発表しあう，

・単元全体の概略をつかみ，学習

の見通しをもっ(1)

・教材文を通読し，未来予測記事

について読み取る事柄をつか

むd

(1) 

・メモした項目名を手がかりに，

紹介された未来予測の記事の内

容を読み取る。 (2)

・未来予測が的中した理由として

筆者が述べていることや，筆者の

主張を読み取る。(1)

・新聞記事と筆者が例示している

宋

来予測を対応させて読む.，

本時(1)

-その他の未来予測記事を読み，

W20世紀の予言』を評価する.，

(1) 

-未来予測する分野を決め，それ

ぞれの分野について，資料をも

とに調べるd

・資料をもとに，現在の様子と未

来予想をカードにまとめる3

(2) 

-分野別グ、ループごとにワークシ

ョップを行い， r未来への提言J
としてまとめる (2) 

単元の初めに.r未来への提言をまとめて
発信しようj とし、う活動目標を設定し，本文

から， どの主うに未来を予測すればよいのか

を考えさせる.それにより，目的意識を持つ

で.字体的に本立与や詩み取ら什t;-.

r項目Jr百時の様子Jr予測の内容Jr現在
の様子Jr筆者の評価(予測が当たっている
かどうか)ぴ準見長でまとめた。

未来予測をするときに，自分勝手な予測
をするのではなく，現段階の科学技術など
をもとに考えることが重要であることをと
らえさせた 2 また，進歩によるプラスとマ
イナス両面を考えることの必要性をとらえ

筆者が書いている予測の内容が， r20世
紀の予言Jを拡大解釈したり，一部を省略
したりしており r20世紀の予言Jを現代の
状況とあわせて評価し直した3
事実として述べられていることも疑って
みる必要があることに気付かせた。

「こういう未来にしていくjとし寸提言とし
て未来について考えさせた3
まず，予測したい分野を決め，現在の状況
について資料集めをした後，グ‘ループごとに
未来予測をまとめた》
未来予測に関しては，否定的な予測ではな
く，肯定的な予測を原則とし，否定的な予測
に関しては，その解決策を考えるようにした。
それにより，児童に，未来を考える根拠と
なる現在の社会事象を見つめ直させるととも
jこ，未来への展望を持たせることができた。
(5Y 

① 第二次で，教材文に書かれた予測について「項

目「当時の様子Jr予測の内容Jr現在の様子Jr筆
者の評価(予測が当たっているかどうか)の観点でまとめた。

個人でまとめ，各グループで修正したものを項目ごとに短冊にして掲示した。 (内容が次の

表)

項目 当時の様子 予測 現在の様子 筆者の評価

無線電信及 1876年 東京にいる人がロンド 述べていない おどろくし

び露首 読苦実験成功 ンやニューヨークに住 (述d之るまでもない周 かない3

1890年 む友達と話すことがで 知の事実) 。
日本に電話局開設 きるようになる。

加入者74人

遠距離の写 テレビさえ完成していな カラーテレビの登場 世界中の出来事をカラ 。
真 し、‘ ーテレビで見ることが

できるコ

自動車の世 自動車は記事の3年前に 交通機関が馬車から自 述べてし 。
初めて輸入 動車に変わり，やがて (述べるまでもない周

自動車の全盛時代が来 知の事実)
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る。

鉄道の速力 石炭を燃やして走る蒸気 石炭が必要なくなって 現#.の新幹線「のぞみ 。
機関車しかなかった 煙が出なくなる。 号Jそのまま

車内に冷暖房の設備が

整って快適に旅行でき

るヨ

時速240キロメート

/レになって，東京・神

戸間を2時間半で走れ

るようになる。

アレピ電話の登場 。
エアコンの登場 。
カタログ販売の普及 。
医学が進歩してレザー 。
メスのようなものがで

きる。

植物の品種改良が進む 。
野獣の滅亡 100年後には，アフ 野生動物のすべてが絶 O 

リカでさえ野生動物を 減してしまったわけで

みることができなくな はないが，日本だけで

り，動物たちは，動物 も，絶滅したり，絶滅

園の中で何とか生きて 寸前になったりしてい

いる状態だ。 る動物がし、る"

②第三次の1時間を使って，原文の読み下し文のうち，教材文に関係する項目だけを児童に提示した。

(原文の『二十世紀の予言』は， I日かなづかい・文語調で，難静]も多いので，授業者が簡潔にした。)

児童には，教材文のどの文が，原文のどの項目のことを説明しているのかを見つけさせ，対応させた。

その後，原文が的中していないと思う部分を，根拠を明らかにしながら交流した3

原文(読み下し文・一部省略) 自分の その理由

評価

1 無線電信及び欝苦無線 -本文の予測文と原文に大きな

電信はいっそう発達して，電信だけでなく，無線電話は世界諸 。違いはないd
国に連絡して，東京にいながら，ロンドン・ニューヨークにい -予測文は的中している。

る友人と自由に話をすることができる。

2 遠E団住の写真 -写真は，テレビのことなのだ

ヨーロッパであったできごとが，東京にいながら，電気力でそ 。ろうか，
の状況をすぐに写真にできる。それも天然色で現される。 -テレビやインターネットで世

界中の出来事が見られる。

3 野獣の減亡 -絶滅している動物もいるが，

女子安元;め主主義護;証言:宇土料:トラヰ溢どの野獣を見本と 仁〕 予測の文までは進んでいない。

とが芳香滋言語 w議議長iまよく大都会め動物繭でわずかに命者iつないで ム
いるぷ

8 暑寒知らずエアヨンの霊場 -エアコンのことを言ってい

新器械が発明され，暑寒を調和するためにちょうどよい空気を 。る3
送り出すことができる。

9 植物と電気植物の晶温故良 。-植物の品種改良は進んでいる|
‘ 
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電気力を使って野菜を成長させることができる3 それで ..)t•• ラ、 ム が，内容は少し違う。

常務総~みかん繁信いの京、~i.~き院がるa百議きさポダ0，tïミラ i立緑 -みかんくらいの大きさのソラ

キ蕪わ詫益擁之;も:りもある五千議論議議答怒らミ誌を議長憐こ熱替φ植 マメはない3

物語警生長するぷ:

11 写真電話テレビ電話の登場 。-ほぼ的中している。
電話口には，話し相手の肖像が王尉もる装置がある。

12 買物便法カタログ販売の普及 -ァレピショッピングのこと。

写真電話により遠距離にある品物を見て契約し，その品物は， ζ) -地中鉄管は違う。

地m;鉄管の連養護まですぐiこ題3すt3~るよ':::t

14鉄道の速力 -ほぽ的中している。

列車は，小さな家のようになりあらゆる便利を備えている。そ -細かい数字は，疑問が残る③

れで，旅をしているよう感じがしない3 冬の室内は暖かく，夏

には冷気を作る装置がある。

速力は，分速2マイル。(1マイルは 1609メートル)時速 19:3 @ 

キロメートル

東京・神戸聞は2時間半で走れる。

動力はもちろん石炭を使用しないので，すすやけむり，汚水が

なく，給水のため停車することもない。

19 医術の進歩医学の遭歩 -薬は飲主なくてはいけない。

議を議むJとぜiま悲恋なでいる議議i録更議擁護主属部1こ薬 。-注射や手術は痛い。
j援護ど誕射するh顕微鏡とエックス光線で，病源を見つけて治療 ム -医術は進歩しているけれど，

ができる。切開術は電気ででき，タじも議議守緩め 内容は違う。

20 自動車の世 -安くはないかも分からない

馬車はなくなる。それに代わって，自動車は安く買うことがで 。が，的中している。
きる。馬は，好きな人だけがわずかに飼うだけになる。

児童は，この活動を通して，次のようなことを考えることができた2

教科書の本文では，より的中していることが明らかな項目だけ，原文を引用している。

筆者は，的中していることがより明らかな項目から順に引用することで，他の項目も的中しているよう

に思わせようとしているのではないか。

原文を読んでみると，的中しているとは言えないところがたくさんあった3

同じ文を読んでも，人によって実現しているといえるかどうかの評価が分かれた。

. r 2 3項目中18項目が現在実現，または，ほぽ実現しているJとし、うのは事実だと，思っていたが，筆者
の考えだということが分かった。

一つの情報から判断するので、はなく，たくさんの情報から考える必要があることが分かった。

③第3次2時間目に， W20世紀の予言』の残りの項目について，的中していないと考えられる部分を探す

ことで，項目ごとに評価していったo その中でも予測が的中しているかどうかの児童の判断にもぶれがあ

った3 筆者の述べる r23項目中18項目が現在実現，または，ほぽ実現しているJとしている残り 5項

目についても考えたが， 5項目を確定することはできなかった3

3 成果と課題

O 第3次を行うことで，児童一人一人が，原文に立ち返り，それぞ、れの根拠をもって，予言が実現してい
るかどうか考えることができたことが，一番の成果である 3・この活動が，児童の「原文にはどんなに書かれているのだろうかJr本当に実現しているのだろうかJ
という疑問や， r原文を読んでみたいJr検証してみたいJという興味・関心から生まれてくるようにする
ことが必要である。・実現しているかどうかを判断するためには，現在の社会や科学の実態の認識が前提となる。それらの分
野が多方面にわたり，根拠のかみあわない場面が見られた3
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O 第3次の活動から， r未来への提言Jを考える際に，その根拠となる現在の社会や科学の実態をより幅
広く詳細に収集しようとする意欲につながったョ

O 第3次の活動は，メディアリテラシーの観長からも有効な活動で・あったと考える 3 児童は(場合によっ

ては，教師の多くも)教科書に書カ通れていることはすべ正しいと思っている 3 その思いの危うさに気付か

せることのできたことも大きな成果であったと思うョ
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